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新潟地本ＯＢ会第２０回定期総会 

日 時 ６月１９日（日）１２時～ 

場 所 新潟支社大会議室（４Ｆ） 

終了後 新潟駅前・クオリスにて 

    懇親会を行います 

 

 
 

４
月
２
０
日
、
１
２
時
か
ら
本
部
大
会
議

室
に
於
い
て
第
２
０
回
本
部
Ｏ
Ｂ
会
定
期
総

会
が
開
催
さ
れ
、
地
本
Ｏ
Ｂ
会
三
役
が
委
員

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。 

渡
部
委
員
が
議
長
に
就
任 

総
会
は
、
熊
本
大
地
震
で
亡
く
な
っ
た
犠

牲
者
に
黙
祷
を
さ
さ
げ 

た
の
ち
、
議
長
に
地
本 

会
長
の
渡
部
委
員
が
選 

出
さ
れ
、
議
長
の
テ
キ 

パ
キ
と
し
た
議
事
運
営 

で
総
会
を
リ
ー
ド
し
全 

て
の
議
案
を
満
場
一
致 

決
定
し
成
功
裡
に
終
了 

し
ま
し
た
。 

主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
に
立
っ
た
本
部

古
川
会
長
は
、
①
熊
本
大
地
震
が
発
生
、
川
内

原
発
が
強
行
稼
働
中
だ
、
東
北
大
震
災
・
福
島

原
発
事
故
を
教
訓
に
し
て
い
な
い
、
②
戦
争

法
が
施
行
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。「
改
憲
」
が
目

的
だ
、
阻
止
の
闘
い
を
強
め
よ
う
、
③
民
進
党

が
発
足
し
た
、
状
況
は
厳
し
い
が
、
た
し
ろ
応

援
を
強
化
し
よ
う
。
④
本
部
Ｏ
Ｂ
会
は
結
成

２
０
周
年
を
迎
え
た
。
向
こ
う
１
０
年
に
向

か
っ
て
の
課
題
、
な
ど
の
挨
拶
が
な
さ
れ
ま

し
た
。 

続
い
て
来
賓
に
は
、
本
部
奥
山
副
委
員
長
、

美
世
志
会
・
上
原
氏
、
田
端
Ｊ
Ｒ
総
連
Ｏ
Ｂ
連

絡
会
副
会
長
、
そ
し
て
た
し
ろ
議
員
は
参
議

院
本
会
議
が
開
会
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
代

理
で
参
加
さ
れ
た
た
し
ろ
夫
人
が
ら
、
挨 

                     

 
拶
を
受
け
ま
し
た
。 

夫
人
か
ら
は
、 

『
議
員
活
動
を
最 

も
近
く
で
見
て
い 

る
が
、
時
に
は
悩 

み
な
が
ら
労
働
者 

や
弱
い
者
の
立
場 

に
立
っ
て
真
面
目 

に
活
動
を
行
い
頑 

張
っ
て
い
る
、
再
び
活
動
が
行
え
る
よ
う
応
援

を
お
願
い
す
る 

』
と
の
決
意
と
訴
え
が
な
さ

れ
ま
し
た
。 

 

新
潟
を
代
表
し
て
山
崎
委
員
が
発
言 

質
疑
応
答
で
は
。
各
地
本
一
名
の
発
言
が
あ

り
、
主
に
、
①
た
し
ろ
応
援
の
取
組
み
、
②
エ

ル
ダ
ー
問
題
や
組
織
の
強
化
、
③
東
日
本
大
震

災
復
興
の
取
組
み
、
④
退
職
者
連
合
へ
の
関
わ

り
な
ど
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

新
潟
か
ら
は
、
山
崎 

委
員
（
副
会
長
）
が
、 

『
エ
ル
ダ
ー
問
題
の
克 

服
に
は
、
エ
ル
ダ
ー
が 

抱
え
る
悩
み
（
疎
外
感 

や
制
度
上
の
問
題
、
不 

満
や
要
望
が
あ
っ
て
も 

解
決
す
る
場
が
な
い
な 

ど
）
や
、
現
状
を
把
握 

す
る
こ
と
が
重
要
、
エ 

ル
ダ
ー
協
議
会
を
結
成
、
慰
労
会
な
ど
を
開
催

し
取
り
組
ん
で
き
た
』
こ
と
、
更
に
は
『
た
し

ろ
応
援
に
向
け
現
役
と
の
連
携
や
、
Ｏ
Ｂ
会
独 

 

 

総
会
を
リ
ー
ド 

 

し
た
渡
部
議
長 

自
で
展
開
し
て
き
た
た
し
ろ
応
援
の
取

組
み
』
に
つ
い
て
発
言
し
ま
し
た
。 

本
部
副
会
長
に
渡
部
地
本
会
長 

幹
事
に
山
崎
地
本
副
会
長
が
就
任 

役
員
選
出
で
は
、
本
部
副
会
長
に
地

本
渡
部
会
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
上
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
選
出
で
２
年

間
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
竹
島
氏
（
長
野

地
本
）
か
ら
の
交
代
で
、
任
期
は
２
年

で
す
。 

ま
た
、
新
潟
地
本
選
出
の
本
部
幹
事

に
は
山
崎
副
会
長
が
そ
の
任
に
当
た

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
２
年
間
新
潟
地
本
Ｏ
Ｂ
会
を

指
導
し
て
い
た
だ
い
た
竹
島
さ
ん
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

新
潟
の
取
組
み
を 

発
言
す
る
山
崎
委
員 

 

 決意を述べるたしろ夫

人 
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 ２０１６年度 年会費納入のお願い  

納入期間  ５月３１日まで 

納入金額  本部・地本とも1,000円で 

計 2,000円 

支部費・分会費は、個々異なる金

額になります 

納入方法  各支部・分会から案内済です（手

集め、振り込みとも） 

※ すでに多くの会員から納入いただきあり

がとうございました。 

諸事情でまだ未納の方は、早めの納入をお

願いします 

 

 
 

 
 

 
 

 

  

 

第
１
０
回
交
流
ゴ
ル
フ
大
会 

日 

時 
 

５
月
２
３
日
（
月
） 

受
付
開
始 

８
時
３
０
分 

 
 

場 

所 
 

大
新
潟
Ｃ
Ｃ
・
三
条
コ
ー
ス 

第
７
回
囲
碁
大
会 

日 

時 
 

７
月
１
３
日
（
水
） 

集 

合 
 

１
０
時
４
５
分
開
始 

場 

所 
 

長
岡
市
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
今
朝
白 

終
了
後
慰
労
会
を
開
催
し
ま
す 

体
力
を
高
め 

脳
を
活
性
化
さ
せ 

健
康
年
齢
を
伸
ば
そ
う
！ 

地
本
Ｏ
Ｂ
会 

レ
ク 

開
催
予
定 

 

 

 
 

４
月
１０
日
、
花
見
客
で
賑
わ
う
新
潟
市
白
山
公

園
脇
の
新
潟
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
第

６
回
立
憲
主
義
と
憲
法
９
条
を
ま
も
る
新
潟
県
民

の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
、
地
本
組
合
員
と
共
に
Ｏ

Ｂ
会
会
員
１０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

森
ゆ
う
子
氏
が
力
強
い
決
意
表
明 

 

 

集
い
は
、
オ
ー
プ 

ニ
ン
グ
と
し
て
親
子

劇
場
の
皆
さ
ん
に
よ

る
コ
カ
リ
ナ
合
唱
を

鑑
賞
し
た
後
、
鈴
木

弁
護
士
の
司
会
で
始

ま
り
、
最
初
に
来
賓

で
あ
る
前
参
議
院
議 

員
・
森
ゆ
う
子
氏
が
、   

「
安
倍
政
権
は
憲
法 

違
反
を
繰
り
し
、
戦
争
へ
の
道
を
突
き
進
ん
で
い

る
。
子
供
た
ち
の
為
に
も
戦
争
法
廃
止
に
向
け
断

固
闘
っ
て
い
く
、
新
潟
選
挙
区
を
巡
っ
て
市
民
連

合
＠
新
潟
な
ど
で
議
論
頂
い
て
い
る
が
、
野
党
統

一
候
補
に
推
さ
れ
れ
ば
先
頭
で
頑
張
る
」
と
の
力

強
い
挨
拶
が
な
さ
れ
ま
し
た
。（
現
在
は
新
潟
選
挙

区
の
野
党
統
一
候
補
に
正
式
決
定
し
ま
し
た
）。
続

い
て
、
呼
び
か
け
人
を
代
表
し
て
僧
侶
の
朝
倉
氏
、

敬
和
学
園
大
学
教
授
の
藤
野
氏
の
挨
拶
、
１
時
間

１
５
分
間
に
わ
た
っ
て
伊
藤
弁
護
士
に
よ
る 

『
今
こ
そ
「
憲
法
の
力
」
を
つ
け
よ
う
！
』 

と
題

し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
１
６
時
か
ら
古
町
地
区
に
向
け
て
デ
モ

行
進
を
行
い
、「
戦
争
法
は
今
す
ぐ
廃
止
」、「
憲
法

９
条
守
れ
」、「
野
党
は
共
闘
、
統
一
候
補
実
現
」
を

花
見
客
や
街
行
く
人
に
訴
え
ま
し
た
。 

                                                                    

 

          
 

戦
争
し
な
い
国
に
す
る
た
め 

「
憲
法
の
力
」
を
つ
け
よ
う
！ 

講
演
を
行
っ
た
伊
藤
講
師
は
、
日
弁
連
憲
法
問
題

対
策
本
部
副
本
部
長
で
あ
り
、
立
憲
主
義
の
立
場
で

参
議
院
特
別
委
員
会
で
の
意
見
陳
述
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

「
日
曜
討
論
」
に
出
演
、
ま
た
自
ら
「
伊
藤
塾
」
を
開

校
し
後
輩
を
育
て
る
な
ど
活
躍
さ
れ
て
い
る
弁
護
士

で
す
。 

講
演
内
容
は
、
現
憲
法
が
、
①
立
憲
主
義
に
基
づ
い

た
国
民
主
権
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
、
恒
久
平
和
主
義
、

②
政
府
の
行
為
に
よ
る
戦
争
を
し
な
い
こ
と
を
決
意
し

た
も
の
、
③
９
条
は
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
は
認
め
て

い
な
い
と
し
、
④
立
憲
主
義
と
は
憲
法
が
国
・
国
家
権

力
を
縛
る
も
の
、
法
律
は
国
民
を
縛
る
も
の
、
⑤
自
民

党
憲
法
改
正
草
案
批
判
（
国
民
を
縛
る
憲
法
、
国
防
軍

の
創
設
な
ど
）
で
し
た
。
安
保
法
廃
止
に
向
け
違
憲
訴

訟
を
取
り
組
む
こ
と
や
署
名
活
動
、
参
議
院
選
挙
な
ど

に
声
を
上
げ
粘
り
強
く
闘
っ
て
い
こ
う
と
訴
え
ら
れ
ま

し
た
。 

次
回
は
新
発
田
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
投
稿
Ｈ
・
Ｏ 

                                                                 

                       

出発前のＯＢ会員 

 

 

 

 

 

戦争法今すぐ廃止！！ 

 
決意を述べる 森ゆう子氏 


